田中仙樵翁のものさし

新井宏
史遊会の後の飲み会のことを、遅く帰宅してから妻に話すことがしばしばある。そんな時、私の自慢のひとつが、林先生とまたこんな話をしたということであった。妻は大日本茶道学会に学ぶが、茶道の面でも有名な学者である林先生が、亭主の友人だということに内心誇らしく想っているらしい。お陰で、私の評価がどれほど高まったことであろうか。特に林先生から頂戴した大日本茶道学会創設者の田中仙樵翁の銘のある「ものさし」は今では彼女の宝物である。

そればかりではない。私自身、林先生から貴重なものを数多く頂いた。いや頂いたと言うより、お預かりしたと言う方が正確かも知れない。その中には新井白石研究の貴重な資料があり、いずれ何かの形で生かしたいと思っている。

ほかにも林先生から学んだことは多くある。その中でも印象に残るのは、飄々として居られながら、書きものについてはとても厳しい姿である。『歴史と遊ぶ愉しみ』に「玄の道」を書かれた時がそうであった。推敲とはかくするものなのか。決して重い書き物ではないのに、そこに示された想像を絶する厳しさがいま思い出される。それは学者としての純粋さに通じているように思われた。

また史遊会の幹事をおおせつかった頃、さびしい例会が続く中、いつも参加して下さった林先生。そんな点にも心遣いされる先生であり、それがどれほど心強かったことであろうか。ご冥福をお祈りいたします







